
創造都市

歴史学

都市論

社会的
包摂

文化創造

地理学

福祉学

医学

芸術学

民俗学

都市
経済学

都市
環境学

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！
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グローバル化の進展や産業構造の変化により、企業誘致や公共事業に頼る経済政策だけでは、都

市の再生・発展は困難になりつつある。そこで近年、世界的に注目を集めているのが「創造都市（ク

リエイティブシティ）」だ。草の根的な市民の活動により、産業や経済、文化を活性化させる都市の

ことである。日本の創造都市論の第一人者である佐々木雅幸教授は、市民のネットワークづくりや啓

蒙活動、行政との連携を通して、創造都市の可能性を追究している。

大学院生の
主な出身分野

◎大学院生の出身学部
は、経済学を中心に法学
や社会学、地理学、建築
学、政策学、都市計画学
など幅広い。韓国、中国、
ドイツ、ベルギー、オー
ストリア、アメリカなど、
世界各国からの留学生も
多い。

研究成果と
社会のかかわり

◎各省庁やユネスコとの
連携による都市政策研究
やホームレス支援、行政
やクリエイター、ＮＰＯ
法人のネットワークづく
り、商店街の活性化など
多岐にわたる。

雇用創出

ホームレス支援

都市再生

文化政策

芸術振興

など

文化的資本を活用する街づくりで
都市の再生・発展を目指す
大阪市立大大学院　創造都市研究科　佐々木雅幸研究室

フローチャートで分かる佐々木研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎「創造都市（クリエイティブシティ）」は、市民の創
造活動によって先端的な芸術や豊かな生活文化、革新
的産業を振興する都市のことで、環境や平和、失業な
どの問題を、草の根的に解決する力を持っているとさ
れる。さまざまな角度から都市の在り方を考察するた
め、経済や法律、政策、建築、都市計画のほか、社会
的弱者のための医学的知見なども必要となる。

社会学

地理学

建築学

法学

経済学

など
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　私の母校は名古屋の東海高校という私立高校です。今思うと少し変わった学校で、勉強
ばかりしている生徒はあまり尊敬されませんでした。勉強以外のプラスアルファがあって初め
て、みんなから認められる、という雰囲気がありました。私も高校時代は勉強だけでなく、
読書や演劇などにも打ち込みました。そうして学んだことが、今の研究にも生きています。
都市論では経済学のみならず、芸術や文化、歴史など幅広い教養が求められます。さまざ
まな分野に関心を持って取り組める姿勢が必要です。
　また、失敗しても、何度でも立ち向かう粘り強さも必要です。今の若い人は、簡単に出
来ることしか手を出さず、一度失敗すると諦めてしまう傾向があるように思います。研究に
失敗はつきもの。労をいとわず果敢に向かっていく姿勢を身に付けてほしいと思います。
　そうした資質さえ備えていれば、性格が大らかでも神経質でも構いません。自分なりに教
養を深め、不器用でも地道に挑戦し続けられる人に、この分野に進んでほしいと思います。

幅広い教養と何度でも挑戦できる粘り強さが必要
都市論分野が求める学生像

人間は悩んだ分だけ成長します。学習や恋愛でも何でもいい。とこ
とん悩み抜いてください。人との出会いも自分自身を成長させる大き

な力になります。高校や大学で是非、よい先生を見つけてください。また、大学では専門外の
学部の学生と交流することも、視野を広げる上で大切です。

高校生へのメッセージ

幅広い教養

チャレンジ精神 未知の分野への興味・関心

　

私
は
経
済
学
部
出

身
で
、
大
学
院
で
は

財
政
学
を
専
攻
し
ま

し
た
。
経
済
学
者
に

は
国
民
経
済
を
研
究

し
た
が
る
者
も
多
く

い
ま
す
が
、
私
が
所

属
し
た
研
究
室
は
そ

う
し
た
傾
向
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、
環

境
や
文
化
な
ど
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
経

済
学
を
追
究
し
て
い
ま
し
た
。
学
部
時
代

か
ら
都
市
の
発
展
に
関
心
が
あ
っ
た
私
は
、

そ
う
し
た
研
究
室
の
空
気
に
感
化
さ
れ
、

欧
米
と
日
本
の
都
市
経
済
や
地
方
財
政
の

比
較
研
究
な
ど
、
研
究
者
が
あ
ま
り
注
目

し
な
い
分
野
の
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に

入
る
と
、都
市
論
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ

の
研
究
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
、
東
京
な
ど
の
巨
大

都
市
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、

多
く
の
研
究
者
が
注
目
し
ま
し
た
。
私
も

毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
い
て
は
各
国
の

研
究
者
と
議
論
を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
は
弱
肉

強
食
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
巨
大
金
融
資
本

の
思
惑
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
非
常
に
不

安
定
で
、
成
長
と
衰
退
と
い
う
大
き
な

波
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
１
９
９
０
年
代
に
入
り
、
そ
う
し
た

危
険
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
に
つ
れ
、
研

究
者
は
新
し
い
都
市
像
を
研
究
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
金
沢
大
に
勤
務
し

て
い
た
私
は
、
地
方
都
市
か
ら
世
界
を
見

つ
め
る
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
に
代

わ
る
都
市
の
在
り
方
が
あ
る
と
感
じ
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会

議
や
調
査
に
参
加
す
る
う
ち
に
、
こ
れ
か

ら
は
「
創
造
都
市
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
）」
と
い
う
概
念
が
主
流
と
な
り
、

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
見
直
す
上
で
重
要

に
な
る
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

創
造
都
市
は
、
市

民
の
自
由
な
創
造
活

動
に
よ
り
先
端
的
な

芸
術
や
豊
か
な
生
活

文
化
を
育
み
、
新
た

な
産
業
を
生
み
出
す

「
創
造
の
場
」
に
富

ん
だ
都
市
の
こ
と
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
の
原
動
力
が
金

融
や
不
動
産
な
ら
ば
、
創
造
都
市
を
動
か

す
の
は
市
民
や
企
業
の
創
造
性
な
の
で
す
。

　

創
造
都
市
の
意
義
に
気
付
い
た
後
は
、

毎
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
を
や
め
、
イ

タ
リ
ア
の
地
方
都
市
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
赴
き
、

研究を志したきっかけ

グローバルシティに
代わる新しい

都市論の可能性

研究概要

文化やアートが
都市の再生・発展の

原動力になる

佐
々
木
雅
幸
　

教
授 

S
a
s
a
k
i
 
M
a
s
a
y
u
k
i

大
阪
市
立
大
大
学
院
創
造
都
市
研
究
科
教
授
。
大
阪
市
立
大
・
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
所
長
。

同
大
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
京
都
大
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
後
、
大
阪
経
済
法
科
大
経
済
学
部
講
師
、
金
沢
大
経
済
学
部
助
教
授
、

同
教
授
、
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
客
員
研
究
員
、
立
命
館
大
政
策
科
学
部
教
授
を

経
て
現
職
。
金
沢
市
文
化
活
動
賞
、
日
本
都
市
学
会
賞
を
受
賞
。
主
な
著
書
は
『
創
造

都
市
の
経
済
学
』（
勁
草
書
房
）、『
創
造
都
市
へ
の
挑
戦
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
。

1
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金
沢
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
比
較
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
創
造
性
に
富
ん
だ
こ

れ
ら
の
都
市
に
、
21
世
紀
の
理
想
の
都
市

像
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
著
書
で
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
都
市
は
そ
こ
に
集
ま
る
人
々
が

産
業
や
文
化
を
創
造
す
る
場
で
し
た
。
し

か
し
、
産
業
構
造
の
転
換
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
多
く
が
機
能
不

全
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
今
ま

さ
に
産
業
の
空
洞
化
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
れ
が
20

年
ほ
ど
前
に
起
こ
り
、
製
造
業
を
土
台
に

発
展
し
て
き
た
多
く
の
都
市
が
衰
退
し
ま

し
た
。
そ
の
要
因
を
究
明
し
て
創
造
の
場

と
し
て
の
都
市
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
も
、

創
造
都
市
論
の
大
き
な
目
的
で
す
。
例
え

ば
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
は
中
小
企
業
主
体
の

柔
軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
大
量
生

産
的
で
な
い
、
職
人
に
よ
る
も
の
づ
く
り

が
生
き
て
い
ま
す
。
街
並
み
の
保
存
に
優

れ
、
芸
術
文
化
や
福
祉
を
担
う
職
人
工
房

な
ど
の
協
同
組
合
も
発
達
し
て
い
ま
す
。

　

金
沢
で
は
都
市
の
再
生
を
目
指
し
、
90

年
代
に
大
規
模
な
実
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
紡
績
工
場
の
倉

庫
を
改
修
し
て
「
金
沢
市
民
芸
術
村
」
に

し
、
市
民
が
24
時
間
自
由
に
使
え
る
芸
術

創
造
・
伝
承
の
場
と
し
た
の
で
す
。
ま
た
、

２
０
０
４
年
に
は
市
民
の
発
案
に
よ
り
、

学
校
跡
地
を
利
用
し
て
現
代
ア
ー
ト
の
み

を
扱
う
「
金
沢
21
世
紀
美
術
館
」
を
開
館

し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
工
業
都
市
と
し

て
栄
え
た
ビ
ル
バ
オ
は
、
ビ
ル
バ
オ
・

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
と
い
う
斬
新
な

美
術
館
が
出
来
た
こ
と
で
一
躍
ア
ー
ト
の

町
と
し
て
再
生
し
、
世
界
中
の
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ

の
都
市
再
生
の
成
功
例
を
基
に
市
長
に
積

極
的
に
働
き
か
け
て
開
館
に
至
り
ま
し
た
。

市
民
の
創
造
活
動
を
原
動
力
と
す
る
こ
と

で
伝
統
的
に
あ
っ
た
産
業
も
更
に
発
展
し
、

都
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

研
究
室
で
は
、
大

阪
を
舞
台
に
、
新
産

業
の
創
出
、
都
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

創
造
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
大
阪
各
所

に
設
置
し
た
「
現
場

プ
ラ
ザ
」
を
拠
点
に
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
招
い

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
公
開
講
座
を
通

し
て
の
啓
蒙
活
動
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

創
造
的
な
力
を
引
き
出
せ
る
環
境
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
都

市
の
貧
困
や
差
別
、
住
環
境
問
題
の
解
決

も
都
市
論
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ホ
ー

ム
レ
ス
や
住
宅
困
窮
層
な
ど
社
会
的
弱
者

の
就
労
・
居
住
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
景
気
が
悪
く
な
る
と
公
共
工

事
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
金
沢
の
よ
う
に

芸
術
や
文
化
を
創
造
す
る
市
民
の
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
、
都
市
の
再
生
・
発
展
の

た
め
に
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

都
市
研
究
に
は
尽
き
ぬ
泉
の
よ
う
な
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
発
見

が
あ
り
、
新
し
い
興
味
が
湧
い
て
く
る
。

皆
さ
ん
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に
目
を

向
け
て
、
改
め
て
課
題
や
魅
力
を
見
つ
め

直
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

❶
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　

イ
タ
リ
ア
北
部
の
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー

ニ
ャ
州
の
州
都
。
芸
術
、
文
化
、
ビ
ジ
ネ
ス

が
盛
ん
で
、
２
０
０
０
年
度
に
「
欧
州
文
化

都
市
」
に
選
ば
れ
た
。

❷
金
沢
市
民
芸
術
村

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
工
房
、
ア
ー
ト
工
房
、
ド

ラ
マ
工
房
な
ど
七
つ
の
屋
内
施
設
と
伝
統
工

芸
を
伝
承
す
る
金
沢
職
人
大
学
校
を
併
設
し

た
市
民
の
た
め
の
多
目
的
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
。
１
９
９
７
年
に
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
大

賞
」
を
受
賞
し
た
。

❸
金
沢
21
世
紀
美
術
館

　

04
年
に
金
沢
市
中
心
部
に
開
館
し
た
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
美
術
館
。「
開
か

れ
た
美
術
館
」
を
目
指
し
、展
覧
会
の
ほ
か
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
教
育

普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
、
ア
ー
ト

関
連
資
料
の
提
供
な
ど
を
行
う
。

❹
ビ
ル
バ
オ
・
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館

　

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
自
治
州
の
工
業
都
市

ビ
ル
バ
オ
に
97
年
に
開
館
し
た
近
現
代
ア
ー

ト
の
美
術
館
。
カ
ナ
ダ
出
身
の
建
築
家
フ
ラ

ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
の
設
計
に
よ
る
奇
抜
な
外

観
が
話
題
と
な
り
、
ビ
ル
バ
オ
を
文
化
都
市

と
し
て
飛
躍
さ
せ
た
。

❺
現
場
プ
ラ
ザ

　

大
阪
市
立
大
に
よ
る
都
市
研
究
の
た
め
の

サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
。ア
ー
ト
カ
フ
ェ
や
集
会
・

研
修
の
場
を
各
所
に
設
置
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
研
究
・
街
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

市
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
展
開
し
て

い
る
。

現在の研究テーマ

都市の再生と
社会的弱者の支援が

研究の２本柱

2

3

4

5

写真　大阪市立長橋小学校の空き教室を活用して行わ
れている製靴教室でのフィールドワークの様子

用
語
解
説
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高
校
時
代
、
鳥
取
県
知
事
は
改

革
派
の
片
山
善
博
氏
で
、「
地
域

の
自
立
と
再
生
」
を
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
を
受
け

て
、
私
は
地
域
経
済
や
地
方
自
治
に
興
味

を
持
ち
、
県
内
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
片
山
前
知
事
が
立
ち
上
げ
た
「
鳥
取

自
立
塾
」
に
参
加
し
な
が
ら
地
域
の
自
立

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
大
地
域
学
部
地
域
政
策
学
科
に
進

学
後
、
街
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
を
大

学
に
招
い
て
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
事
業
を
企
画
・
運
営
し

た
り
し
て
、
街
お
こ
し
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
佐
々
木
教
授
に
出
会
っ
た
の

も
そ
の
頃
で
す
。
当
時
文
化
経
済
学
会
の

会
長
を
さ
れ
て
い
た
佐
々
木
先
生
の
講
演

を
聞
い
て
創
造
都
市
論
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
大
学
卒
業
後
、
大
阪
市
立
大

大
学
院
へ
進
み
ま
し
た
。

　

鳥
取
市
の
よ
う
な
中
規
模
の
地

方
都
市
に
お
い
て
創
造
都
市
論
を

展
開
す
る
方
策
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
大

学
２
年
生
か
ら
鳥
取
市
で
旧
町
役
場
の
議

場
を
利
用
し
て
映
画
祭
を
行
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
地
域
で
映

画
館
を
設
立
・
運
営
し
て
い
る
各
地
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。

　

日
本
に
は
演
劇
や
音
楽
な
ど
を
対
象
と

し
た
文
化
政
策
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

映
画
は
戦
前
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ

れ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
政
策
が
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

中
、
00
年
頃
か
ら
埼
玉
県
深
谷
市
の
「
深

谷
シ
ネ
マ
」、
群
馬
県
高
崎
市
の
「
シ
ネ

マ
テ
ー
ク
た
か
さ
き
」
な
ど
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
、
草
の
根
的
に
映
画
の
自
主
上
映
を

行
い
、
都
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る

事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
調
査
・
研
究
し
、
地

方
都
市
に
お
い
て
文
化
資
本
を
蓄
積
し
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ア
ー

ト
を
核
に
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
方
法

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
地

元
の
鳥
取
市
に
帰
り
、
行
政
職
員
と
し
て

都
市
、
文
化
の
振
興
に
携
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

と
も
す
れ
ば
、
高
校
生
は
自
分

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
け
で

過
ご
し
、
見
え
な
い
も
の
に
関
心
を
持
ち

に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
、
実

際
に
そ
れ
を
行
う
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
地
方
都
市
は
刺
激
が
少
な

く
、
人
と
の
出
会
い
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
校
時
代
は
勉
強
や
部
活
動
に
打
ち

込
ん
で
毎
日
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注
力

し
、
大
学
生
に
な
っ
た
時
に
世
界
を
広
げ

て
い
く
足
掛
か
り
を
作
っ
て
お
く
と
よ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
将

来
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
志
望
を
実
現
で

き
る
大
学
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
学
に
は
、
自
分
と
は
違
う
志
向
・
志

望
を
持
つ
学
生
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
う
し

た
仲
間
か
ら
刺
激
を
た
く
さ
ん
受
け
、
興

味
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
専
門
外
の
先
生

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
知
見
を
広
げ

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
大
学
を
と
こ
と

ん
活
用
し
て
自
分
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生 が語る

映画の自主上映活動で
地方都市再生の道を探る

辻堅太郎さん
Tsuji Kentaro

大阪市立大大学院創造都市研究科
都市政策専攻修士課程 2年
（鳥取県立鳥取東高校卒業）

●高校時代の一番の思い出は、３年
次の合唱コンクールです。母校の合唱
コンクールは、文化祭の一環として秋
に開催され、予選は学年ごと、決勝
は全校で行われます。２年生の時、私
のクラスは決勝まで進み、大いに盛り
上がりましたが、３年生との力の差は
いかんともしがたく、決勝で敗退しま
した。私も含めて、クラスメート全員
が悔しがり、３年生になったら必ず優
勝しようと皆で誓い合いました。３年
生の合唱コンクールが近付くと、その
時ばかりは受験勉強も忘れて、朝や放
課後に集まって必死に練習しました。
そして、ついに優勝の栄冠を手にする
ことが出来たのです。
　クラスが一丸となれたのは、悔いを
残したくないという思いを、皆で共有
できたからだと思います。力を合わせ
て頑張った経験は、絶対に無駄には
なりません。皆さんも、悔いの残らな
い充実した高校生活を送ってください。

合唱コンクールで
クラスが団結

の高校時代

35 February  2011


